
川津小PTA活動の要『川津小ファミリーフェスタ』

は 10 周年を迎えました。記念して全校生徒が千

代紙に『ありがとうの想い』を書いて折り紙モザ

イクアートを作成しました。川津の地域行事的存

在になりつつあるファミリーフェスタには今年も、

地域の高齢者の方々を始め、地元企業の松和建設

さん、島根大学の学生さんなど多くの方々にご協

力頂き盛大に行うことができました。エンディン

グでは松江東高校書道部の皆さんが書道パフォー

マンスでみんなに心強いメッセージを送っていた

だきました。10 年間続けてこられたのは PTA と

地域の皆さんのおかげです。これからも家庭と学

校と地域の方々との絆が

深まり育むことがで

きるように頑張っ

ていきたいと思

います。

川津小学校

松江東校書道パフォーマンス

松和建設重機操縦体験折り紙モザイクアート

フランクフルト販売

空き缶で炊飯
サバイバル飯
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小中学校PTA活動報告

意東小学校

大庭小学校

生馬小学校

鹿島中学校

本年度は「子供のため」という意識をちょっ

と置いて、「親が楽しもう」をPTAテーマに

しました（『きらりまつえvol61』参照）。学

年対抗綱引き大会は参加人数がぐ〜んと増

加、簡単にできる豊富な朝食レシピの実習で

大盛り上がり、PTA広報の画期的な紙面に

「へぇ〜」がいっぱい…。楽しみながら子育

ての情報交換もでき、有意義となりました。

親同士の楽しむ姿に、子供も嬉しそう。親も

子供も学校も、みんなが育つ環境づくりをめ

ざします。生馬小PTAでは、毎年講師の方を招き文化

講演会を開催しています。

本年度は10月19日に「出雲弁だんだん講

座」と銘打って、宍道町在住の安井誠氏（出

雲弁保存会所属）を迎え、授業公開日に合わ

せて児童・保護者・祖父母も一緒に同席し開

催しました。

日頃親しんでいる出雲弁について、歴史や

読み方意味等について分かりやすく話して頂

きました。

また、試験問題を事前に配布し、当日回答

して頂きました。標準語の浸透に

より日常会話から出雲弁が薄れて

いく中、再度親しんで頂きました。

11月18日に福祉厚生部主催で朝食料理教室を行いました。

栄養教諭さんから指導を受けたのち、手早く作れる朝ごはんを中心に多数料理しました。

中学校から学校給食の残さいがほとんど出

ないのは、こういう活動の積み重ねが手助

けしていれば嬉しいです。

当日のメニュ−の一部を紹介します。

親も楽しむPTA活動 !!

出雲弁だんだん講座

早寝・早起き・朝ごはんで元気アップ

【和風ドリア】（主食）
〈材料〉
●ごはん・・お茶碗4杯
●しらす・・・・・・大さじ6
●ピザ用チ−ズ・・・40g
●しょうゆ・・・小さじ1

〈作り方〉
1.ごはんにしらすを混ぜる。
2.ビザ用チ−ズを上にのせ、
　電子レンジで温める。
3.しょうゆをかける。
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湖南中学校 宍道小学校

美保関中学校
大庭小学校

11月23日（祝）、まつえ湖南学園支援地域

本部とPTAとのコラボ企画「第3回湖南中ク

リーン大作戦」を開催しました。この企画は

学校と地域の連携を深めるための活動で、当

日は生徒・保護者・先生方・地域ボランティ

アの方々合わせて200名の参加がありました。

最初の約1時間、校舎の窓拭きを行い、子ども

たちの一生懸命取り組む姿と綺麗になった窓

に爽やかさを感じました。その後の交流会で

はゲームや大抽選会などで盛り上がり、笑顔

輝く有意義なものとなりました。

10月14日、「平成24年度宍道小学校ＰＴＡ
スポーツ親睦会　学年対抗親子ドッジボール大
会」を開催しました。

今年度は、子どもたちも参加し、和気あいあ
いと笑顔いっぱいの大会となりました。３チー
ムでの予選リーグの後、５位決定戦、３位決定戦、
そして決勝戦を行いました。どの試合も熱戦で
したが、中でも、決勝戦はナイスプレーの連続
で白熱した試合となりました。

優勝した6年生にはトロフィーと温かな拍手
が送られました。今回の大会を通して、これま
で以上に親子の絆と親睦が深められました。

2月17日に松江市防災安全課の方を講師に
迎え「地震及び津波に対する避難と心構え」に
ついての研修会を開催しました。

保護者、生徒、先生方と多くの方が参加し、
海に近い美保関では津波への心配からみんな真
剣に聞き入っていました。自らを助け、家族を
助け、地域を助ける。そのために日頃からどの
ようなことに気を付けなければならないか、事
細かに教えていただきました。この研修で学ん
だことを家庭で、学校で、地域で話すことで防
災の第一歩になると感じました。

大庭地区自治協会では、毎年8月にふるさと

納涼祭を開催いたしています。地域の皆さん

を始め中学校　小学校　幼稚園のPTAも協力

して開催するお祭りです。幅広い年齢の方に楽

しんでいただけるお祭りなので是非遊びに来て

下さいね。

大庭小学校の校内音楽会に、PTAは研修

部主催の合唱で参加しました。毎年派手なパ

フォーマンスをしていますが、今年度は3部合

唱に挑戦しました。しかし、それだけではおさ

まらないのが大庭小PTA合唱団で

す。「魔女の宅急便」に出てくるキ

キで登場し『ルージュの伝言』を振

り付けつきで見事に披露しました。

続いて「千と千尋の神隠し」に登場

するカオナシの出現で子ども達も

大興奮、しかもリアル過ぎるカオナ

シに泣き出す子（ゴメンね）もいて、

見応えのあるPTA発表をしました。

来年度も楽しみです。

湖南中クリーン大作戦 平成24年度宍道小学校
ＰＴＡスポーツ親睦会

防災研修会

大庭ふるさと納涼祭

校内音楽会
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保護者の電子メディアに対する意識調査　結果報告

お子さんのテレビ視聴時に気を付けていることがありますか？

お子さんにケータイを持たせるとする理由は？既に持たせている方はその理由は？

現在、お子さんにケータイを持たせて
いますか？

お子さんにケータイを持たせるとし
たら、いつ頃から？
既に持たせている方はいつ頃から？

問

問

問 問

1

4

2 3

は　い

〈小学生〉

〈小学生〉

〈中学生〉

〈中学生〉

いいえ小学生・・・・・15％
中学生・・・・・22％

小学生・・・・・85％
中学生・・・・・78％

長時間のテレビ視聴、
ゲーム使用や視力低下に
関心が高いのね！

保護者が子どもに
ケータイを持たせる
理由のNo.1 は
連絡目的

ケータイの所持率は小学生で15％、中学生で22％。
高校入学とともに所持率は急増するが、一方では高
校卒業まで持たせないという意見も見られた

（有効回答者数：7,968 人） （有効回答者数：3,708 人）

（有効回答者数：小学生 7,862 人　中学生 3,701 人）

（有効回答者数：小学生 7,916 人　中学生 3,652 人）

（有効回答者数：7,916 人） （有効回答者数：3,652 人）

メディア対策委員会では、平成24年9月に、松江市内の公立小学校・中学校に通う子どもを持つ保護者を対象として、
電子メディアに対する意識調査を行いました。このアンケートは、近年私たちにとって身近なものになってきた電子メディ
ア（テレビ、ゲーム、ケータイ、インターネット）に対する意識を、高めていただくことを目的として実施いたしました。
実施した際は、保護者の皆様、学校の先生方等多くの方々にご協力をいただきました。ご協力いただいた皆様、

誠にありがとうございました。
今回は全16項目の中から7項目についての結果を報告させていただきます。

〈●配布数＝中学校：5,890 ／小学校：10,447　●有効回答数＝中学校：3,708 ／小学校：7,968　●回答率＝中学校：63％／小学校：76％〉
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お子さんがケータイを使用する際、または今後持たせる場合、必要なルール
はどのようなことですか？

お子さんは家庭にあるパソコン・ケータイ・ゲーム機でのメール・
インターネットが利用できますか？

お子さんが家庭でインターネットを利用する際のルールはありますか？

問

問

問

メ デ ィ ア 対 策 委 員 会 か ら の 提 案

5

6

7

〈小学生〉

〈小学生〉

〈小学生〉

〈中学生〉

〈中学生〉

〈中学生〉

家庭での
インターネット利用は
小学生で約半数、

中学生では約 8割にも
なるんだね！

利用時間、
マナー（個人情報管理）、
内容、料金についての
関心は高い。

★ノーテレビ・ノーゲームデーをつくる。
★ケータイは小・中学生に基本要らない。
★子どものケータイは機能を限定し、
　フィルタリングをする。
★子どもがケータイ・パソコンを使用する上
　でのルールを明確にする。

★子どものパソコンでのインターネット
　利用は保護者管理にする。
★親子でインターネットの危険性を学び、
　子どもの個人情報を保護する。
★親子で対話、お手伝いなどしっかり時間
　を共有する。

（有効回答者数：3,515 人）

（有効回答者数：7,757 人） （有効回答者数：3,625 人）

（有効回答者数：7,916 人） （有効回答者数：3,652 人）

（有効回答者数：2,942 人）
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第42回日本PTA中国ブロック研究大会山口県下関大会が11月18日

（日）海峡メッセ下関にて開催されました。「帰ろう家へ 〜笑いがたえ

ない明るい家庭〜」 を大会テーマに、三校のPTAによる実践発表、また、

「キャスターとして、親として」と題した生島ヒロシ氏の記念講演があ

りました。

東日本大震災で肉親を亡くされた生島氏の話は本当に災害の怖さ辛

さを感じるものでした。改めて震災は他人事ではいけない、人間とし

て何が出来るのか真剣に考えさせられました。

そして、家族とは家族の絆とは、地域とは学校とは、今一度見つめ

直し、次世代を担う子ども達に繋いでいこうと思う大会でした。

■松江市PTA連合会　副会長　永井嘉代子

今年度の2回目研修
会 を10月28日 島 根
公民館で開催致しま
した。いじめ問題につ
いて報道される中、家
庭での『親子の関わり
で大事な事は何です

か?』をテーマに、親学を活用しグループに別れて意見を出し
て頂きました。今回の研修会で私が感じた事は、ほとんどの
方が子育てについてしっかりポリシーを持っておられるとい
う事です。現実には子供とぶつかり合う事もあると思います。
親学で、その思いをお互い言葉にして話し、聞いて、改めて
自信を持たれた方、共感された方もたくさんおられたのでは
ないでしょうか。参加された方々が朗らかで活発に意見が出
された事を大変嬉しく思います。最後に今年度2度の母親委
員会研修会にたくさんの方にご参加頂き、感謝申し上げます。
ありがとうございました。

■母親委員長　金津五美

松江市PTA連合会の研修会を、1月27日（日）鹿島文

化ホールを会場に開催いたしました。この研修会は島根県

PTA連合会環境対策委員会の研修会も兼ね、松江市、安来

市、隠岐島前・島後のPTAより約200名の参加者となり、

当日は雪の降り続く大変厳しい天候にもかかわらず、会場

の方まで多くの方々に足を運んでいただきました。

島根大学副学長の肥後功一先生の講演では、近年、教育

で重要視されている「自己肯定感」について、「自分で自分

がいいと思えること」というよりは、「自分が受け入れられ

ている感覚が外界に投影されて、この世界っていいな、毎

日が楽しいな、周りにいる人たちが好きだな」などと、周

りを肯定できることが本来の意味ではないかと述べられま

した。そのためには、家庭内での母性的・父性的両方の支

えや家族同士のコミュニケーション、生活習慣などが大切

であるとし、家族で食卓を囲むことや一家団らんの価値を

強調されました。

そのほかには、佐陀神能の上演（演目　八重垣）、松江市

P連メディア対策委員

会が行なったアンケー

トの報告など、長時間

の研修会になってしま

いましたが、最後まで

参加していただき、本

当にありがとうござい

ました。

★第2回 母親委員会研修会について

★「いじめ問題」についての研修会
平成24年10月9日にスティックビルにおいて、研修会「松

江市におけるいじめ問題」を開催しました。
松江市教育委員会の小田川俊明生徒指導推進室長に松江市

における「いじめ問題」への対応について講演をしていただき、
ご出席いただいた各学校PTA役員の皆様には、市P連として
のこの問題への考え方及び取り組み方針を説明いたしました。

松江市ＰＴＡ連合会研修会

この一年間「きらり」が市P連51校の小さな架

け橋になればとの思いで、会報委員の皆さんと意

見を出し合いながら作成しました。

家庭でまた学校での話題の一つにしていただけましたら

幸いです。

原稿をお寄せいただいた方々をはじめ、紙面作りにご協

力くださいました皆様に心よりお礼を申し上げます。ありがと

うございました。

	 ■吉松自保美（島大附属中）

■平成24年度会報委員（ブロック順、敬称略）

舟木　禎久（第 一 中）　山根　純一（生 馬 小）

吉松自保美（附 属 中）　藤原　資之（附 属 中）

森　久仁子（川 津 小）　田中　由美（第 三 中）

川上　秀明（湖 南 中）　土江　拓也（竹 矢 小）

狩野　睦子（大 庭 小）　内田　磯弘（大 谷 小）

団野　晶夫（宍 道 小）　山崎日出夫（鹿 島 中）

山﨑　清治（秋 鹿 小）　吉永美奈子（八 雲 中）

若槻佐知子（意 東 小）　野田　　浩（美保関中）

門脇　雄一（八束学園）　　　　　

■編集/市P連会報委員会
■印刷/株式会社谷口印刷

編集
後記

私は昨年に引続き会報委員会に参加させていただきまし

たが、各学校のPTAの取り組みは非常に奥が深く、色々な

アイデアが盛り込まれていて『きらりまつえ』の紙面で全

部お伝えできないのが残念です。前期と後期号に選りすぐ

りの記事が凝縮されていますので隅々までご覧下さい。

最後になりましたが、吉松委員長、森副委員長、会報委

員の皆様1年間お世話になりました。皆様のお力により1年

間楽しく活動ができました。ありがとうございます。

■狩野睦子（大庭小学校）

第42回日本PTA中国ブロック研究大会山口県下関大会参加報告  


